
藤
島
地
域
の
義
務
教
育

学
校
の
設
立
に
関
し
て
、

小
学
校
の
早
期
統
合
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

が
、
９
月

日
～

日
の

24

30

保
護
者
対
象
の
説
明
会
で

示
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
対
象
の
説
明
会
は

月
実
施
予
定
で
す
。

10
ア
ン
ケ
ー
ト
は
保
護
者

と
、
小
学
校
４
～
６
年
生

（
全
員
）
を
対
象
に
、
回

答
は

月
９
日(

木)

ま
で

10

と
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
義

務
教
育
学
校
を
開
校
す
る

時
期
に
つ
い
て
、

ア
．
令
和

年
度

11

イ
．
令
和

年
度

14

ウ
．
ど
ち
ら
で
も
よ
い

エ
．
わ
か
ら
な
い

の
４
択
を
聞
き
、
教
育
や

校
舎
等
の
意
見
を
書
き
込

む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和

年
度
統
廃
合

11
説
明
会
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
新
校
舎
完
成
（
Ｒ

）
14

前
の
令
和

年
度
に
、
現

11

在
の
藤
島
小
と
藤
島
中
の

校
舎
を
活
用
し
、
施
設
分

離
型
で
義
務
教
育
学
校
を

発
足
さ
せ
、

年
度
に
同

14

じ
新
校
舎
で
ス
タ
ー
ト
す

る
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
児
童
数
の
推
移

で
は
、
東
栄
小
学
校
の
児

童
数
が
、
現
在
の

人
か

62

ら
６
年
度
に
は

人
に
減

26

る
こ
と
か
ら
、
廃
校
に
よ

る
地
域
存
続
が
課
題
で
す
。

財
政
難
と
事
業
費
高
騰

で
中
止
相
次
ぐ

北
海
道
北
見
市
は
２
年

後
の
令
和
９
年
度
の
義
務

教
育
学
校
開
校
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
財
政
難

か
ら
昨
年
、
中
止
。

北
海
道
月
形
町
も
同
時

期
の
開
校
で
、
実
施
設
計

ま
で
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

事
業
費
高
騰
で
建
設
計
画

を
中
断
。

大
阪
府
岸
和
田
市
も
今

年
７
月
、
小
中
一
貫
校
の

新
設
検
討
を
中
止
。

さ
い
た
ま
市
で
は
武
蔵

浦
和
の
義
務
教
育
学
校
が

２
回
連
続
で
入
札
不
調
に

な
り
、
令
和

年
４
月
開

10

校
が
見
込
め
な
い
。

義
務
教
育
学
校
の
建
設

に
は
１
０
０
億
円
以
上
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

藤
島
中
学
校
は
１
９
６

８
年
建
築
さ
れ
、

年
経

57

過
し
、
改
築
は
待
っ
た
な

し
で
す
。

2025年10月５日

第１５１３
編 集 発 行

日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
9月 22人 23,350円
8月 31人 19,330円

藤
島
地
域
の
義
務
教
育
学
校

小
学
校
４
～
６
年
生
全
員
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
富
編
・
歌
集
「
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
」
⑫

第

回
例
会
詠
草

昭
和

年

月

日

11

45

11

14

朝
の
霞
川
面
流
れ
て
音
も
な
く
大
焼
黒
山
の
か

げ
窓
に
残
り
ぬ

石
川
重
雄

春
待
た
ず
逝
か
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
に
か
惜
し
ま

さ

だ

め

れ
て
な
ら
ぬ
嫁
の
母
君

石
川
兵
一
郎

此
の
村
も
出
稼
ぎ
多
き
か
穫
り
入
れ
を
終
へ
し

村
辺
に
人
影
の
な
し

太
田
辰
吉

久
の
晴
れ
に
藁
を
散
ら
し
て

佇

め
り
鳥
海
の
半

た
た
ず

ば
白
く
な
り
た
り

海
藤
徳
三

参加申込：各説明会の２日前まで

◆下の表は、保護者対象の説明会資料から作成

住民対象
藤島地域における義務教育学校の設立と 

早期統合・開校に関わる説明会の日程

第１回 10月21日(火) 午後 6:30～ 藤島地区地域活動センター

第２回 10月22日(水) 午後 6:30～ 東栄地区地域活動センター

第３回 10月23日(木) 午後 6:30～ 渡前地区地域活動センター

＜担当＞鶴岡市教育委員会管理課庶務係 TEL57-4861 FAX57-4886

保護者対象
藤島地域における義務教育学校の設立と早期統合・開校に 

関わるアンケートの実施についての説明会の日程

第１回 9月24日(水) 午後 6:30～ 藤島地区地域活動センター

第２回 9月25日(木) 午後 6:30～ 東栄地区地域活動センター

第３回 9月30日(火) 午後 6:30～ 渡前地区地域活動センター

＜担当＞鶴岡市教育委員会管理課庶務係 TEL57-4861 FAX57-4886

★新校舎完成(Ｒ14)前の Ｒ11年度統合する場合の義務教育学校

１学年２学年３学年４学年５学年６学年７学年８学年９学年 計
特別支 

援学級

児童生徒数 ４５ ５７ ３４ ５４ ４９ ５２ ５７ ６６ ６４ ３＋α ４８１

学級数 ２ ２ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ４ ２１
新校舎完成前。１学年から６学年までは現在の藤島小の校舎を、 

　　　　　　　７学年から９学年までは藤島中の校舎を活用

★新校舎完成後 Ｒ14年度統合する場合の義務教育学校

１学年２学年３学年４学年５学年６学年７学年８学年９学年 計
特別支 

援学級

児童生徒数 ３０ ３３ ４４ ４５ ５７ ３４ ５４ ４９ ５２ ３＋α ４０１

学級数 １ １ ２ ２ ２ １ ２ ２ ２ ４ １９

１学年から９学年までの全員が同じ新校舎でスタートは

※上、下表とも、特別支援学級の在籍人数は予測できないので、学級数はとりあえず４に。

【今後の児童数と複式学級の推移】
Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３

藤島小児童数 ２４６ ２４２ ２２３ ２２４ ２０９ ２０５ １９８

東栄小児童数 ６２ ５９ ４７ ４２ ３７ ３４ ２６

複式学級数 １ １ １ ２ １ ２ ３

渡前小児童数 ４５ ４８ ４９ ４４ ５３ ４８ ４４

複式学級数 １ １ ０ ０ １ １ １



全
農
山
形
県
本
部
運
営

委
員
会
は
９
月

日
、
令

18

和
７
年
産
米
の
追
加
精
算

を
決
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
で
は

日
、
組
合
員
に
文
書
を

22配
布
し
ま
し
た
。

１
月
中
に
支
払
い

追
加
精
算
の
内
容
は
、

（
１
）
品
種

は
え
ぬ
き
、
つ
や
姫
、

雪
若
丸
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

ひ
と
め
ぼ
れ
、
あ
き
た
こ

ま
ち
の
主
要
６
品
種

（
２
）
追
加
単
価

２
０
０
０
円
／

㎏
以
上

60

(

単
価
は
決
定
次
第
、連
絡
）

（
３
）
支
払
時
期

令
和
８
年
１
月
中

需
給
環
境
は
緩
和
の

方
向
に
振
れ
る
懸
念

７
年
産
米
を
め
ぐ
る
情

勢
等
に
つ
い
て
、

（
１
）
令
和
７
年
産
米
の

作
柄
に
つ
い
て
、

当
初
は
高
温
・
渇
水
の

影
響
に
よ
る
収
量
減
も
想

定
さ
れ
た
が
、
想
定
ほ
ど

悪
い
状
況
で
は
な
い
と
の

見
方
が
あ
る
な
か
、
面
積

増
に
と
も
な
い
、
前
年
を

大
幅
に
上
回
る
供
給
量
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

令
和
８
年
６
月
末
の
民
間

在
庫
は
２
０
０
万
ト
ン
を

大
き
く
上
回
る
見
込
み
で

あ
り
、
需
給
環
境
は
緩
和

の
方
向
に
振
れ
る
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
。

（
２
）
各
地
に
お
い
て
商

系
集
荷
業
者
等
が
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
概
算
金
を
上
回

る
水
準
で
の
買
取
価
格
を

提
示
す
る
な
ど
、
集
荷
競

争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
産
地
は
概
算
金

の
追
加
払
い
ま
た
は
追
加

精
算
を
決
定
し
て
い
る
。

（
３
）
県
内
に
お
い
て
も

同
様
の
業
者
の
動
き
と
な

っ
て
お
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
集
荷
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
４
）
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
集
荷
競
争
へ
の
対
応

と
Ｊ
Ａ
出
荷
に
か
か
る
生

産
者
へ
の
安
心
感
の
醸
成

を
は
か
る
と
と
も
に
、
消

費
・
需
要
の
減
退
に
と
も

な
う
過
払
い
リ
ス
ク
等
の

諸
情
勢
も
勘
案
し
、
追
加

精
算
を
実
施
す
る
。

ー
と
し
て
い
ま
す
。

全
農
山
形
が
８
月

日
18

に
発
表
し
た
概
算
金
は
、

▽
主
力
品
種
の
「
は
え
ぬ

き
」
が
２
万
８
０
０
０
円

▽
「
雪
若
丸
」
が
２
万
８

６
０
０
円

▽
「
つ
や
姫
」
が
３
万
１

０
０
０
円
と
、

い
ず
れ
も
去
年
産
よ
り

１
万
１
５
０
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
最
高
値
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

気
を
つ
け
よ
う
よ

今
は
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
が
、
自
助
・
共
助
・
公

助
と
い
う
言
い
方
。
生
活

が
苦
し
い
の
は
自
分
の
責

任
な
ん
だ
と
。
勝
ち
組
負

け
組
か
ら
、
今
だ
け
・
自

分
だ
け
・
お
金
に
な
れ
ば

と
の
考
え
方
。
こ
の
流
れ

だ
と
思
う
の
が
今
盛
ん
な

○
○
フ
ァ
ー
ス
ト
。
そ
の

悪
い
表
れ
が
外
国
人
排
除

の
声
に
。
総
裁
候
補
の
中

に
も
そ
の
公
約
が
。
こ
の

悪
い
流
れ
に
乗
っ
て
ス
パ

イ
防
止
法
の
提
出
が
狙
わ

れ
て
い
る
模
様
。
戦
前
の

治
安
維
持
法
と
同
じ
だ
と

一
回
引
っ
込
め
た
ん
だ
が
。

▲
対
岸
の
大
統
領
の
大
き

な
支
援
組
織
を
作
っ
て
活

動
し
て
い
た
人
物
が
凶
弾

に
倒
れ
た
。
勿
論
だ
ろ
う

が
皮
肉
な
事
に
、
大
統
領

と
同
じ
で
銃
砲
禁
止
に
反

対
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の

犯
人
を
大
統
領
は
根
拠
も

な
く
、
レ
フ
ト
・
レ
フ
ト

と
叫
ん
で
い
た
。
暗
殺
は

恐
ろ
し
い
が
、
こ
れ
を
報

じ
た
番
組
の
報
じ
方
が
悪

い
と
。
恐
ろ
し
い
事
に
大

統
領
が
番
組
に
圧
力
を
。

▲
圧
力
に
よ
り
５
日
間
そ

の
番
組
は
ス
ト
ッ
プ
し
た

が
、
世
論
の
圧
力
で
６
日

目
か
ら
復
活
し
た
報
道
。

総
裁
候
補
の
中
に
は
大
統

領
と
同
じ
考
え
の
者
が
。

▲
根
拠
が
無
く
っ
て
も
レ

フ
ト
・
つ
ま
り
左
派
と
言

う
言
い
方
が
通
る
と
い
う

社
会
。
こ
れ
で
思
い
出
し

た
の
が
、
機
関
車
が
脱
線

し
た
松
川
事
件
の
こ
と
だ
。

こ
れ
を
根
拠
も
な
し
に
、

犯
人
は
共
産
党
だ
と
翌
日

に
法
務
大
臣
が
言
っ
た
と
。

そ
の
こ
と
を
問
題
に
し
な

い
社
会
だ
っ
た
ん
だ
。

▲
最
大
の
暴
力
は
戦
争
だ

と
し
て
戦
争
に
反
対
し
て

き
た
共
産
党
だ
。
そ
ん
な

事
件
に
関
わ
る
訳
が
な
い

ん
だ
。
有
名
な
作
家
が
仕

事
を
投
げ
う
っ
て
裁
判
に

参
加
し
て
、
罪
に
問
わ
れ

た
者
が
皆
無
罪
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
恐

ろ
し
い
の
は
権
力
者
の
一

言
と
、
そ
れ
を
許
す
社
会

も
で
は
な
い
か
。（
石
川
）

雑
詠

雑
詠
（
ざ
つ
え
い
）

城
貞
（
藤
の
花
）

其
五

其
の
五

共
産
議
員
重
一
言

共
産

議
員

一
言
を
重
ん
ず

き
よ
う
さ
ん

ぎ

い

ん

い
ち
ご
ん

お
も

党
無
ニ
諾
総
恩
存

党

ニ
諾

無
く
総
て
に
恩

存
す

と
う

に

だ

く

な

す
べ

お
ん

そ
ん

政
争
慷
慨
志
増
大

政
争

慷
慨

志

し

増

大
い
な
り

せ
い
そ
う

こ
う
が
い

こ
こ
ろ
ざ

ま
す
ま
す

お
お

異
代
利
名
誰
復
論

代
を
異
に
す
る
も
利
名
誰
れ
か
復
た
論
ぜ
ん

だ
い

こ
と

り

め

い

た
れ

ま

ろ
ん

日
本
共
産
党
の
議
員
は
、
誰
も
一
言

を
大
切
に
し
て
い
る
。

仲
間
は
い
っ
た
ん
引
き
受
け
た
こ
と

は
必
ず
実
行
し
、
他
人
に
対
し
て
は

す
べ
て
に
あ
り
が
た
く
思
う
気
持
ち

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

今
や
政
治
上
の
あ
ら
そ
い
（
政
争
）

に
は
、
嘆
き
憤
る
気
負
い
の
気
持
ち

が
前
よ
り
は
一
層
た
か
ぶ
っ
て
き
た
。

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
利
益
や
名
誉
な
ど
そ
も
そ
も
党

員
の
誰
が
考
え
た
り
す
る
も
の
か
。
誰
も
考
え
る
人
は
い
な
い
。

雑
詠
＝
特
に
題
を
決
め
な
い
で
読
ん
だ
詩
。
共
産
＝
日
本
共
産
党
。
重
＝
大
切
に

す
る
。
一
言
＝
ひ
と
つ
の
こ
と
ば
。
党
＝
グ
ル
ー
プ
。
仲
間
。
総
＝
す
べ
て
。
み

な
。
無
ニ
諾
＝
一
度
承
諾
し
た
ら
必
ず
実
行
さ
れ
る
か
ら
念
を
押
す
必
要
は
な
い

と
い
う
こ
と
。
恩
＝
あ
り
が
た
く
お
も
う
気
持
。
存
＝
あ
る
。
政
争
＝
政
治
上
の

あ
ら
そ
い
。
慷
慨
＝
い
き
ど
お
り
。
な
げ
く
。
志
＝
ね
ら
い
。
増
大
＝
前
よ
り
も

い
っ
そ
う
。
代
＝
時
代
。
利
名
＝
手
が
ら
や
名
声
。
論
＝
意
見
を
の
べ
る
。

令
和
７
年
産
米
２
０
０
０
円
以
上

全
農
山
形
が
追
加
精
算
を
決
定


